




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人の日本派遣の母体であった W.  U.  N. 










































































































































“Finally,  arriving at our destination we were  thankful  for a quiet place  in 
which to rest and collect our thoughts, for we have been considerably shaken 
by the  journey. We found a small church edifice at Ueda; but the members 
few and work  slow and difficult. We held meeting  in  the  church,  or  at  the 
residence of Christians, which were well attended and prolific of some results. 
About  five miles  from that place  there  lived a  solitary Christian; he  sent a 
messenger to us with an earnest request to visit his home, where he intended 
to  gather his  family,  relatives,  friends  and neighbors;  that  they might  have 
this opportunity of hearing  the Gospel message. We accepted  the  invitation 
gladly, and many for the first time heard the story of redemption for fallen 
man. We remained about ten days, becoming much interested in the people 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こ り ん と
林多前書六章十節に「盗
ぬ す み
竊，貪
むさぼり
婪，沈
さけにゑひ
湎，辱
ののしり
詈，靭
う ば ふ
索者等は皆神の国を
嗣ことを得ざる也」と記せり，然則ち謙遜斯の如き人々は必ず聖国に入り聖徒
となるのみならず，聖国の幸福は彼等の特
た も つ
有ところなり，是以て現在には神の
聖国に入り中心自ら喜
よろこび
楽と安
や す き
寧を得，未来世には完全なる栄
さ か え
光と幸
さいはい
慶とを得べ
きなり」（301-303頁）。
　この箇所を註釈するに先立って，ラーネッドは，まず「ルカ福音書」の平行
箇所（６章20節以下）について言及し，「マタイ福音書」が山の上で行なわれ
たイエスの説教を記録しているのに対し，「ルカ福音書」が平地で行なわれた
説教を記録していることを指摘する（101-102頁）。さらに，「マタイ福音書」
５章３節から16節まで「聖国に入る者の性質及び其職
つ と め
務を記す」と述べて
（102-103頁），本章の区分を示した後に，各節の註釈に入る。註釈の冒頭には，
各節の聖書の本文が大きな活字で印刷され，さらに○以下に註釈される語句が
提示され，註釈が述べられる。
　５章３節の場合は，「貧しき者」「天国は即ち其人の有なれば也」の二つの語
句に分けられる。「貧しき者」についての註釈では，キリスト教の救いが「学
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無学貴賎貧富」に関わらず与えられること，しかし，キリスト教が正当な経済
活動を否定するものではないことが述べられた後，ここで言う「心の貧しき者」
とは「心の謙遜」な者であることが述べられる。さらに，これを詳しく説明す
るために旧約聖書の「箴言」「イザヤ書」，新約聖書の「ルカ福音書」「ヤコブ
の手紙」の語句が引用され，各々の引用に関しても簡単な註釈が記される。後
半の「天国は即ち其人の有なれば也」もやはり「ヤコブの手紙」と「コリント
の信徒への手紙一」からの引用がなされて，註釈がなされている。
　こうしてみると，ラーネッドの註釈は，聖書の本文を一節ずつ取り上げ，関
連する聖書の他の箇所も引用しながら，その語句を逐一説明していくが，その
際に，キリスト教に対する誤解，偏見，反発も予想し，聖書とキリスト教に関
する正確な知識を伝えようとしている。そして，彼の註釈の原則となっている
のが，何よりも，「聖書は聖書から説明されるべきである」（Scripturam  ex 
Scriptura  explicandam  esse）という宗教改革以来の伝統的な原則であること
は明白であろう。
　上述の塩野和夫の論文は，ラーネッドの註釈が「学問性を踏まえながらも研
究書を意図したのではなく，日本の教会活動の現場への貢献を意図していた」
と指摘し，その読み手として「現場の牧師や神学生」を考える（前掲論文 p. 
211, 215）。小島弘子は，まさしくこの意図のとおり，彼女の伝道活動にラーネッ
ドの註釈書を活用したのである。
２－４　その他の書物について
　小島弘子・包子の蔵書の中で最も注目すべきは，以上の聖書註解書であるが，
その他にも興味深い書籍が含まれている。簡単に説明しておこう。
　『廟
びょうしゅく
祝問答』は，在華宣教師ゲネール（F. Genär）が伝道用パンフレットと
して1856年に香港で出版したものだが，J.  H.  バラが邦訳し，1874（明治７）
年に出版し，版を重ねた。明治最初期のプロテスタント・キリスト教の文書と
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して有名である。弘子所蔵のものは，和綴じであるが，出版年については不明
である。
　『聖霊のはたらき　全』は，バプテスト教会の婦人宣教師として1875（明治
８）年に来日したクララ・サンズ（Clara Sands, 1844-1911年）の著書である。
彼女が自宅で開始した聖教学校は，後に捜真女学校となり，今日に到っている。
　日本における草創期の宗教改革研究者として知られる村田勤（1866-1921）
の『ルーテル傳』および日本基督会を創立し，山陰地方の伝道に力を注いだ尾
島真
さねはる
治の訳したジョン・ロードの『教法改革かるびん言行録』は，宗教改革者
ルターとカルヴァンに関する，日本で最初のまとまった書物である。
『修徳養信　思想の林　一名日毎のさとり』の著者星野光
みつ
多
た
（1860-1932）は，
1875（明治８）年，横浜海岸教会でバラから受洗し，1883（明治16）年に伝道
者となる決心をし，以後，牧師として活躍する。おそらく，小島弘子は，横浜
海岸教会時代に彼と面識があっただろう。
　『希伯来詩　心の緒琴　下』の著者湯谷紫菀（磋一郎  1864-1941年）は賛美
歌作者として知られている。『世界歴史譚　第三編　耶蘇』の著者は，翻訳詩
集『海潮音』で知られる上田敏（1874-1916年）であるが，彼は子供の頃から
聖書を熟読し，イエス伝である本書の評価も高い。
　最後に，包子の蔵書の中には，内村鑑三や植村正久とも並び称されたことも
ある伝道者松村介石（1859-1939年）の著作５点および宮城女学校時代の教科
書が含まれている。前者については，介石と包子の実家関屋家との間で何らか
の親戚（姻籍）関係があったとも推測されるが，詳しいことは分からない。女
学校時代の教科書については，教育史の観点からすると興味深い点もあるかも
しれないが，ここで本稿の説明を終わることにしよう。
おわりに
　再三述べたとおり，本稿の執筆のきっかけとなったのは，2008年の夏，小島
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家において小島弘子・包子所蔵の図書が発見されたことにある。われわれが目
にした40数冊の書物は，それらの所有者についての探求へとわれわれを促して
いた。そこで，われわれは，文献資料を調査・収集し，それらを読むだけでな
く，彼女たちが暮らした土地，家，学んだ場所を歩いてみた。彼女たちが語り
かけてくる声に耳を傾けようと思ったからである。
　かつて宮下は『信濃の鋳物師』を執筆したが，それは，鋳物師としての小島
家の男の歴史であったとも言える。しかし，小島弘子から出発した本稿の探求
は，小島包子へと進んでいく過程で，おのずと小島家の女の歴史を語ることに
なった。同時にそれは，明治初期の日本におけるキリスト教の伝道と教会形成
そして女子教育の歴史の一端を明らかにすることでもあった。彼女たちがキリ
スト教信仰を受け入れることによって，この歴史の形成に参加し，確かな足跡
を残していたからである。彼女たちは「強い女」（mulier fortis 箴言31章10節）
であった。
　むろん，本稿で語りえたことは，ほんのわずかなことである。大正12年に東
京三崎會館から出版された高橋楯雄『日本バプテスト史略  上』の末尾には，
1888（明治21）年の日本のプロテスタント・キリスト教の統計が付されている。
それによると，男子宣教師150名，独身男子宣教師27名，独身女子宣教師124名，
合計（婦人を加えて）451名とあり，また婦人伝道学校は３，生徒数は93名と
ある。小島弘子がこの統計の中に含まれているのか否かは分からない。上述の
ように，この年，弘子は横浜の偕成伝道女学校から上田に戻り，伝道活動を開
始している。本稿では，この活動については具体的に述べることができなかっ
た。これは今後の課題である。
　本稿を執筆するにあたり，多くの方々のご協力を得ることができた。清泉女
学院短期大学の北原明文前教授，横浜共立学園の方々，横浜海岸教会，そして
弘子の子孫小島沙紀氏の献身的な協力に心からの御礼を申し上げる。
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